
• あかり望遠鏡による1106個の近傍U/LIRGサーベイデータ
により星の運動や電離ガスの特性を調査

• WISEとSDSS DR13のデータから光源のSEDを決定しAGN
の影響を調査

• outflowを可視光スペクトルのフィッティングで調査
• AGN U/LIRGでは電離ガスoutflowが非AGNと比べ発生し

やすく、outflow速度・質量流出速度が高い(スターバース
トだけでは実現不能)

• 高いSFRを持つAGN LIRGでsSFRとoutflow速度に負の相
関→ガス豊富AGNは負のフィードバック？

• ULIRG内部にはスターバーストとAGNの双方が存在
銀河中心の超大質量ブラックホール(SMBH)とそのホスト銀河
の進化を理解するうえで大変重要

• 銀河規模のoutflowは主要なAGNフィードバックの一つ
星形成とSMBHの成⾧を制御するうえで重要

• ALMAなどのミリ波/サブミリ波望遠鏡によりスターバース
トおよびAGNによる近傍銀河のoutflowの観測が可能に

しかしU/LIRGの放射/outflow源の観測は分解能不足で十分な
数の観測データが集まらない
またU/LIRGが銀河進化でどの段階に位置するかも決定されて
いない

U/LIRGをIR銀河カタログからサンプリングしAGNの寄与や
outflowの特徴を調査

Kilerci Eser & Goto (2018)のIR銀河カタログ (あかりで観測
したz<0.3のIR銀河6216個)を使用して𝑳𝒊𝒓 > 𝟏𝟎𝟏𝟏𝑳☉である銀
河をサンプリング(1106個)

1 Introduction

2 Sample Construction

Investigation of Stellar Kinematics and 
Ionized gas Outflows in Local [U]LIRGs

3 Analysis and Results
WISE-colorと𝒇𝑨𝑮𝑵(=

𝑳𝒊𝒓,𝑨𝑮𝑵

𝑳𝒊𝒓,𝒕𝒐𝒕
)によりサンプルをAGN(𝒇𝑨𝑮𝑵 > 𝟎. 𝟏)と

non/weak AGNに分割
X-CIGAREのAGNモデルに基づきSEDフィッティングしAGNを追加
で抽出(Tab1,fig2)

Penalized Pixel-Fitting codeを用いてスペクトルから速度分散決定
(fig4)
電離ガスoutflowを可視光スペクトルのフィッティングにより特定
→outflowに含まれる[OⅢ]の速度シフト決定(AGNは最大810km/s, 
non/weak AGNは630km/s)

電離ガスのOutflowらしき現象は全U/LIRGの44%(435/990)にみら
れる
AGNを含む/ULIRGである/AGN光度が高いとoutflowがあるものが
多い
またU/LIRGはoutflow速度も高い(fig8)
SFRとoutflow速度には正の相関(fig10)、ただしSFRが高いものに
ついてはsSFRとoutflow速度には負の相関あり(fig11)

4 Discossion

5 Conclusion

1. ほぼ全サンプルが主系列にあり、星質量分布とAGNの有無に相関はない
2. SEDフィッティングを行った銀河の44%に電離ガスのoutflowがありAGNを含むか

ULIRGであるほどよく見られる
3. outflowの最大速度はAGNありで2300km/s,無しで1500km/sでありAGNの影響がある
4. Outflow速度とSFRには正の相関があるがSFRが高いものはsSFRとoutflow速度に負の

相関あり
5. Weak/non AGN U/LIRGでは流出速度は𝑴∗

𝟎.𝟏𝟓±𝟎.𝟎𝟓に比例(他の研究と一致)
6. 質量流出率とoutflowの運動エネルギーはAGNのIR光度に比例


